
中間報告-2
令和4年度 BIMモデル事業中小事業者BIM試行型

BIMモデルを活用した数量積算の有効性検証と提言



提案概要 おさらい
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取り組む課題

検証の範囲

この検証で
目指すこと
ｚ

課題A
数量を算出したい材料をすべてBIMにモデリングすると、作業負荷が膨大になり生産性が低下することに係る課題

分析

課題B コストコントロールの観点で必要な数量を算出するには、積算知識が必要であることに係る課題分析

課題C
BIMから算出した数量の精度の信頼性が担保されないことに係る課題分析

対応策の方向性： BIMモデル算出数量と通常積算による数量との差分比較、課題抽出

意匠 構造 仮設 外構

概算数量

S2 － － － －

明細数量

S3-S4
今回対象
（建具除く） － － －

発注者 設計者 積算者

完成度の高いBIMモデルが納品された！

改修検討に再利用できる！

設計しながら視覚的に仕上検討したり

コストコントロールができる！
仕上数量拾いの時間が短縮される！

BIMを利用するすべての人にメリットがある

BIMモデルを活用した数量積算が普及、一般化する



検証プロセスと進捗
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検証プロセスとスケジュール

１

コストコントロールの観点による

BIM積算モデリング入力基準

（案）の策定

2

BIMに必要な材料をもれなく

効率的にモデリングする

ワークフローの策定

3

1.2を網羅した

BIMモデルの作成と数量算出

4

BIMモデル算出数量と通常積算に

よる数量との差分比較・課題抽出

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月



検証結果 中間報告
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中間報告

１

コストコントロールの観点による

BIM積算モデリング入力基準

（案）の策定

2

BIMに必要な材料をもれなく

効率的にモデリングする

ワークフロー案の策定

3

1.2を網羅した

BIMモデルの作成と数量算出

4

BIMモデル算出数量と通常積算に

よる数量との差分比較・課題抽出

ステータス 取組み項目 取組み結果概要 アウトプット

完了

❶数量算出に必要な仕上部材の部位を整理

❷部位ごとに項目を細分化し、数量単位を整理

❸ BIM（Revit2022）のファミリで取得できる数量

（面積/長さ/周長/容積/個数）を整理

❹❸で細分化した項目に適したファミリと対応単位を整理

❺ とりたい数量が取得できない項目の検討

❻ BIM積算モデリング入力基準の作成

• 仕上部材159項目について整理した。

• 不足部材（折板屋根、藁き屋根等）

は順次追加していく。

• BIMの標準ファミリでは数量が取得でき

ない部材は44項目あった。ファミリ作成

負荷が課題。

• BIM仕上積算モデリング入力基

準案

完了
❶数量算出のワークフローを整理

❷運用（業務分担）のワークフローを整理

• 設計者にかかる仕上部材の配置負荷、

配置スキル習得が課題。

• 一つの部材から複数材料の数量をとる

必要があるため、積算士による明細化と

BIMモデルへの情報付加が必要になる。

• BIMを活用した積算ワークフロー

案

（数量算出／運用）

完了

❶構造モデルの作成

❷意匠モデルの作成（仕上部材の配置）

❸数量算出

❹生産性の検証

• 構造モデル制作人工：14人工

• 意匠モデル制作人工：36人工
• BIMモデル（Revit2022）

取組中

❶ BIMモデルから算出した数量と通常積算で算出した

数量の比較

❷❶の差分要因分析

❸当取り組みの課題整理

❹ BIM積算の一般化、普及に向けた検討

・数量差1%以下が約7割、3%未満が約2

割、数量差3%以上が約1割であった

・数量差3%未満の要因は、数量の取り方

による違い（積算基準の適用有無）

• 数量比較表

• 差分要因分析結果表

• 公共建築数量積算基準（H29

年度改訂）へのBIM対応可否

一覧表
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BIMモデルの作成と数量算出

１

コストコントロールの観点による

BIM積算モデリング入力基準

（案）の策定

2

BIMに必要な材料をもれなく

効率的にモデリングする

ワークフローの策定

3

1.2を網羅した

BIMモデルの作成と数量算出

4

BIMモデル算出数量と通常積算に

よる数量との差分比較・課題抽出

Revit

意匠

モデル

集計

方法

BIM（Revit）の標準集計機能でオブジェクトをタイプごとに集計

集計結果（数量）をExcelにエクスポート

Excelに入力した仕上明細（材料）に、数量をマッチング

床仕上

50.23㎡
床仕上 50.23

床仕上 50.23ビニル床シート

床仕上 50.23二重床

床仕上 50.23コンクリート直均し仕上

分類した材料

全てに適用

配置する仕上を材料毎に分類する 3.0 人工

1.0 人工

0.2 人工

0.5 人工
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生産性の検証

１

コストコントロールの観点による

BIM積算モデリング入力基準

（案）の策定

2

BIMに必要な材料をもれなく

効率的にモデリングする

ワークフローの策定

3

1.2を網羅した

BIMモデルの作成と数量算出

4

BIMモデル算出数量と通常積算に

よる数量との差分比較・課題抽出

■従来工程 ■BIM活用工程

BIMを活用した積算業務により

値入れ作業が約1か月前倒しスタート可能になる

プロジェクト全体工程で14％の短縮を実現

積算工程で25％の短縮を実現

1か月短縮
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BIMモデルから算出した数量と通常積算で算出した数量の比較

１

コストコントロールの観点による

BIM積算モデリング入力基準

（案）の策定

2

BIMに必要な材料をもれなく

効率的にモデリングする

ワークフローの策定

3

1.2を網羅した

BIMモデルの作成と数量算出

4

BIMモデル算出数量と通常積算に

よる数量との差分比較・課題抽出

差分割合 オブジェクト数 比率 分析グループ

0％（完全一致） 70 37.6％ A

0.01～1.00％ 58 31.2％
B

1.01～3.00％ 25 13.4％

3.01％～ 33 17.8％ C

合計 186 100％

A：完全一致が3.8割

B：数量差3%未満が4.5割

C：数量差3%以上が1.7割
要因分析
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数量の差分要因分析

１

コストコントロールの観点による

BIM積算モデリング入力基準

（案）の策定

2

BIMに必要な材料をもれなく

効率的にモデリングする

ワークフローの策定

3

1.2を網羅した

BIMモデルの作成と数量算出

4

BIMモデル算出数量と通常積算に

よる数量との差分比較・課題抽出

分析グループB 数量差3%未満の差分が発生したオブジェクト（36個）

要因 公共建築数量積算基準による数量の取り方の違いによるもの

例

通常積算

（公共積算数量基準による積算）
BIM積算（実数）

計算式 3m✕3m 3m✕3m－0.5✕1

間仕切面積 9㎡ 8.5㎡

間仕切下地の数量は、原則として躯体

又は準躯体の設計寸法による面積か

ら、建具類の内法寸法等設計寸法に

よる開口部の面積を差し引いた面積と

する。ただし、開口部の面積が１か所当

たり０．５㎡以下のときは、開口部に

よる間仕切下地の欠除は原則としてな

いものとする。

■公共建築数量積算基準

数量の取り方の違いによる僅差の積み上げにより、3％未満の差が生じると考えられる。
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BIM積算の一般化、普及に向けた検討

１

コストコントロールの観点による

BIM積算モデリング入力基準

（案）の策定

2

BIMに必要な材料をもれなく

効率的にモデリングする

ワークフローの策定

3

1.2を網羅した

BIMモデルの作成と数量算出

4

BIMモデル算出数量と通常積算に

よる数量との差分比較・課題抽出

設計士 積算担当者 Point

必要

ツール

BIMソフトウェア

Excel
Excel

積算担当者はBIMソフトウェア

不要。積算士は積算ソフトウェ

ア不要。

積算担当者はBIMモデルをさわ

らない。

仕上オブジェクトの数量のみで

は、合成単価（概算）となる

ため、積算担当者が明細化し

てまとめる。

設
計
フ
ェ
ー
ズ

積
算
フ
ェ
ー
ズ

・3Dモデルで実施設計

・仕上オブジェクトを配置

（下地面ごとにオブジェク

トを分ける）

・BIMで図書化

・オブジェクトを数量集計して

Excelにエクスポート

・積算担当者に連携

11.90

11.90壁_羽目板_t12

11.90壁_石膏ボード_t9.5+12.5

壁_羽目板_LGS面

・仕上を材料分解して明細化して値入れ
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課題整理

１

コストコントロールの観点による

BIM積算モデリング入力基準

（案）の策定

2

BIMに必要な材料をもれなく

効率的にモデリングする

ワークフローの策定

3

1.2を網羅した

BIMモデルの作成と数量算出

4

BIMモデル算出数量と通常積算に

よる数量との差分比較・課題抽出

（１）設計者（モデラー）完結が難しい

→材料別に積算するには仕上数量を材料毎に分類する必要がある

（２）BIM積算モデリング入力基準（案）でのモデリング負荷
→仕上部材の配置、積算用ファミリの作成が必要、モデラーの理解と育成が課題

（３）集計ツール
→通常の集計機能では非常に手間がかかる、ツールの提供を検討中

（４）モデルの精度の担保

→BIMモデルの不正箇所がダイレクトに数量に影響する
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課題解決に向けて

BIMモデルを活用した数量積算に必要な→基準・手順・ツールの提供を進めていく

LGS
RC

仕上部材を配置する

壁_羽目板_LGS面 壁_羽目板_RC面



アウトプット資料（イメージ抜粋）
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BIM積算モデリング入力基準案
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BIMモデル（Revit）
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数量差分比較表
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差分要因分析結果表

「公共数量積算基準への

BIMモデル対応可否一覧」

のNo．に対応
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公共数量積算基準へのBIMモデル対応可否一覧



To the exciting future together


